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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年5月10日(2012.5.10)

【公開番号】特開2011-39338(P2011-39338A)
【公開日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2009-187686(P2009-187686)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  55/14     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  　　　　
   Ｂ２９Ｃ  55/14    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   9:00    　　　　
   Ｂ２９Ｌ  11:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月19日(2012.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位相差板の製造方法であって、
　固有複屈折が正である樹脂Ａを含有する樹脂層ａと、前記樹脂層ａの一方の面に設けら
れ、固有複屈折が負である樹脂Ｂを含有する樹脂層ｂと、前記樹脂層ｂにおける前記樹脂
層ａとは反対側の面に設けられ、固有複屈折が正である樹脂Ｃを含有する樹脂層ｃとを備
える積層体を形成する工程と、
　前記積層体を温度Ｔ１で一方向に延伸する第一延伸工程と、
　前記第一延伸工程の後に、温度Ｔ１より低い温度Ｔ２において前記の延伸方向に略直交
する他方向へ延伸して、位相差板を得る第二延伸工程と、を備え、
　前記位相差板は、延伸処理が施された前記樹脂層ａの遅相軸と、延伸処理が施された前
記樹脂層ｂの遅相軸と、延伸処理が施された前記樹脂層ｃの遅相軸とが互いに略平行であ
り、
　延伸処理が施された前記樹脂層ａにおいて、その面内レターデーションＲｅａ、その厚
み方向のレターデーションＲｔａとして、
　延伸処理が施された前記樹脂層ｂにおいて、その面内レターデーションＲｅｂ、その厚
み方向のレターデーションＲｔｂとして、
　延伸処理が施された前記樹脂層ｃにおいて、その面内レターデーションＲｅｃ、その厚
み方向のレターデーションＲｔｃとして、
　式１～式６を満足する位相差板の製造方法。
　　　２０ｎｍ＜Ｒｅａ＜７０ｎｍ　　・・・式１
　　４０ｎｍ＜Ｒｔａ＜１５０ｎｍ　　・・・式２
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１００ｎｍ＜Ｒｅｂ＜１７０ｎｍ　　　・・・式３
－１００ｎｍ＜Ｒｔｂ＜－４０ｎｍ　　・・・式４
　　　０ｎｍ＜Ｒｅｃ＜６０ｎｍ　　　・・・式５
　　　４ｎｍ＜Ｒｔｃ＜１３０ｎｍ　　・・・式６
【請求項２】
　位相差板の製造方法であって、
　固有複屈折が正である樹脂Ａを含有する樹脂層ａと、前記樹脂層ａの一方の面に設けら
れ、固有複屈折が負である樹脂Ｂを含有する樹脂層ｂと、前記樹脂層ｂにおける前記樹脂
層ａとは反対側の面に設けられ、固有複屈折が正である樹脂Ｃを含有する樹脂層ｃとを備
える積層体を形成する工程と、
　前記積層体を温度Ｔ１で一方向に延伸する第一延伸工程と、
　前記第一延伸工程の後に、温度Ｔ１より低い温度Ｔ２において前記の延伸方向に略直交
する他方向へ延伸して、位相差板を得る第二延伸工程と、を備え、
　前記位相差板において、延伸処理が施された前記樹脂層ｂの遅相軸は、延伸処理が施さ
れた前記樹脂層ａの遅相軸、および延伸処理が施された前記樹脂層ｃの遅相軸とそれぞれ
互いに略直交しており、
　延伸処理が施された前記樹脂層ａにおいて、その面内レターデーションＲｅａ、その厚
み方向のレターデーションＲｔａとして、
　延伸処理が施された前記樹脂層ｂにおいて、その面内レターデーションＲｅｂ、その厚
み方向のレターデーションＲｔｂとして、
　延伸処理が施された前記樹脂層ｃにおいて、その面内レターデーションＲｅｃ、その厚
み方向のレターデーションＲｔｃとして、
　式７～式１２を満足する位相差板の製造方法。
　　　０ｎｍ＜Ｒｅａ＜３０ｎｍ　　　・・・式７
　　２０ｎｍ＜Ｒｔａ＜１１０ｎｍ　　・・・式８
　１５０ｎｍ＜Ｒｅｂ＜２３０ｎｍ　　・・・式９
－１４０ｎｍ＜Ｒｔｂ＜－９０ｎｍ　　・・・式１０
　　１０ｎｍ＜Ｒｅｃ＜４０ｎｍ　　　・・・式１１
　　７０ｎｍ＜Ｒｔｃ＜１９０ｎｍ　　・・・式１２
【請求項３】
　請求項１または２に記載の位相差板の製造方法であって、
　前記樹脂Ａのガラス転移点温度ＴｇＡと、前記樹脂Ｂのガラス転移点温度ＴｇＢとがＴ
ｇＡ＞ＴｇＢ＋５℃の関係を満足する位相差板の製造方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の位相差板の製造方法であって、
　前記樹脂Ａのガラス転移点温度ＴｇＡと、前記樹脂Ｃのガラス転移点温度ＴｇＣとがＴ
ｇＡ＞ＴｇＣ＋５℃の関係を満足する位相差板の製造方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の製造方法により得られる位相差板。
【請求項６】
　各吸収軸が略直交するように配置される一対の偏光板と、前記一対の偏光板の間に設け
られる液晶セルと、を備える液晶表示装置であって、
　前記一対の偏光板のいずれかと前記液晶セルとの間に配置される請求項５に記載の位相
差板を備える液晶表示装置。
【請求項７】
　前記液晶セルの表示モードがインプレーンスイッチング方式である請求項６記載の液晶
表示装置。
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